
１ 地域の元気を支える取組の展開 

私たちの「パートナー」である地元の自治体、団体、企業、ボランティアの皆さん

と連携して、施設を地域社会の一員として、そして、地域の安全・安心拠点として

運営する。 

 

(1) 多世代交流ができるコミュニティの形成 

ア 「寺子屋プロジェクト」等の実施 

〇高齢者や障害者が持つ様々な特技などを発揮できるような「寺子屋プロジェ 

クト」を各施設で実施する。 

〇仕事をリタイヤした地域の住民や、特技を持った高齢者等の活躍の場を提供 

する。 

〇古くから伝わる昔ながらの「昔あそび」や、雛祭り・端午の節句・クリスマ 

ス等の「季節の行事」、習字・そろばん・茶道等の特技を持つ高齢者等の「習 

い事教室」の実施など、施設職員や地域の方々、地元の企業等の協力体制に 

よる「社会体験プログラム」を実施する。 

 

【各施設の取組】 

施設名 取組内容 

赤穂精華園 

○地域（地元大津地区）と共同した野菜づくり等の実施（通年） 

・「年輪の会（大津地区農業従事者の会）」と共同した青味大根等 

の野菜づくり(園内農園及び近隣農園) 

 ・地域との共催によるイベントの実施 

    園芝生広場：大津スイカまつり（8 月）、とんど焼き（1 月） 

    地域農園等：大津だいこんまつり（12 月） 

丹南精明園 

○カルチャースクール（年 6 回） 

○コンサート（年 3 回） 

○お菓子作り教室（年 2 回） 

朝陽ケ丘荘 
○「寺子屋朝陽」の実施（3～4 ケ月に 1 回程度） 

 ・佐用高校のクラブ活動と連携(書道、生け花、編み物 等)  

たじま荘 

○「まるこガーデン」の開園 

 ・地域住民や施設利用者の協力のもと畑、花壇づくり 

 ・オープンガーデン、芋煮会の開催 等 

あわじ荘 
○「カルチャースクール」の開催（週 1 回程度） 

 ・｢いきいき 100 歳体操」「ヨガ」「食と栄養」等  

くにうみの里 
○「寺子屋くにうみ」の充実（月 1 回程度） 

 ・パステルアート、書道、ワークショップ 等  

五色・サルビア

ホール 

○「都志カフェいっぷく」の充実（週 1 回）（地域の公民館） 

 ・手芸、歌、体操、ミニ講座（保健師や住職等による講話）等  

 

イ 地域の集いの場の提供 

〇各施設の喫茶コーナーや、障害者施設が運営する店舗等を活用して、地域の 

住民等が気軽に立ち寄れ、集いの場として利用してもらえる場を提供する。 

〇地域住民や施設利用者、施設職員等が普段からふれあえる機会を持つことで、 

地域の一員として相互理解を進めるとともに、継続的に実施できるように地 

域のボランティア等と連携する。 
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ウ 入居者や地域の方々が作品展示できるギャラリーの設置 

ボランティアや近隣住民、高校等の部活動の作品発表の場として地域交流ス 

ペースなどの既存場所を活用し、作品の常設展示及び企画展等を行う場を提 

供する。 

 

(2) 高齢者施設等での「共生食堂」の実施 

〇各施設の特色にあわせ、子どもから一人暮らしの高齢者などがふれあえる「共 

生食堂」を高齢者施設等で実施する。 

〇「共生食堂」の実施に合わせたイベント等を開催し、地域住民及び施設利用者 

との交流の場を提供する。 

 

(3) 介護保険対象外サービスの柔軟な展開 

ア 多様なニーズに応える介護保険対象外サービスの展開 

・介護保険内でサービスを受けられない方への訪問介護 

・生活の中で足りないと感じている部分を補うサービスの実施 

・家族が同行できない場合の受診の付き添い 

・見守りを兼ねた配食サービスの実施 

イ その他 

・支え合い生活支援サービスの事業拡大 

・地域の高齢者、障害者等の健康の維持・向上を目的としたﾌﾚｲﾙ予防を実施 

・地域の高齢者や、その家族を対象にしたサービス利用相談に加え、高齢者 

の地域生活、介護課題等の相談などを受付け、関係機関等へ繋ぐ 

 

(4) 地域交流行事（園祭・盆踊り等）の開催 

各施設において四季折々に実施している行事等を通じて、地域住民と施設利用 

者等との交流を図るとともに、地域に開かれた施設運営を推進する。 

 

(5) 魅力ある浜坂温泉保養荘の運営 

ア 地元住民をはじめ継続的にご利用いただける取組の展開 

・地元住民、常連客への継続した広報活動 

・常連客や地元住民にも繰り返し利用していただけるよう 

に感謝デー(月２回)を実施 

・ミニデイ並びに１００歳体操の実施(月２回) 

イ 各機関等への広報活動の実施 

・新聞広告、ＳＮＳ等のメディアを活用した新規顧客獲得の取組 

・事業団施設等のイベント及び祭典参加による広報の実施 

・高校、大学合宿利用の誘致活動の実施 

・広報活動等の費用対効果の検証   

ウ セラピスト等による各種療法指導の実施 

・ＰＴ等（年６回）、音楽療法士（年３回）、 

ボランティア（年３回） 

エ 温泉入浴指導員による効果的な入浴方法等の指導 

・退院後の旅行の際や長期温泉療養時等に安心安全な入浴方法を提案 
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